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歐
洲
戦
爭
ヽ
戰
時
並
^

戰
後
R

現
は
れ
た
る
經
濟
上 

.

.

.の
變
動
、
產
業
組
織
记
對
す
る
勞
働
考
の
要
求
.、ゝ
勞
働 

組
合
の
改
造
論
は
諸
國
に
於
け
る
勢
働
問
題
硏
究
者
k
 

:
,
‘
§

の
刺
戟
を
與
へ
た
も
の
と
鬼
へ
、
此
問
題
に
關
す 

る
新
刊
書
は
諸
國
を
通
じ
：て
’少
な
し
ど
し
な
.い
。
本
書
，

'

第
十
號
,

一
班
八
：

S

一
つ

で

あ

つ

て

' 
米
0

勞
«

者
の
賃
龈
、
勞
働
時 

間
、
衛
生
的
施
設
、
就
業
並
に
失
#

の
狀
泥
、勞
働
潘
の 

家
族
等
化
就
き
、千
九
百
年
か
ら
千
九
西
十
四
、
五
年̂
 

，
至

る

現

狀

を

S

礎

ど

し

て

、

.

詳

細

.
の

硏

究

を

試

み

て

居
 

る
。
米
國
の
勞
働
者
が
組
織
の
點
.

杞
於
て
、
英
國
の
勞 

，
働

奢

ょ
A

も
遙
纪
劣
0

て
居
る
？|

と
ぼ
、

1

股
{£
傅

唱
 

さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、本
書
に
據
れ
ば
"組
合
所
属
勞
働 

者
の
勞
.

働
者
總
數
に
對
す
る
割
合
は
千
九
0

年
に
於
て 

は
、
四
分
で
あ
P

、
千
九
茛
ナ
年
に
は
七
分
に
過
ぎ
な 

が
つ
た
。
是
れ
は
.

米
國
勞
働
界
の
ニ
弱
點
で
あ
る
？
更
-

「

:に
驚
く
可
き
は
、
谷
樋
の
事
業
を
通
じ
て
、
年
齡
十
歲 

以
上
十
三
歲
以
で
の
興
女
の
资
役
さ
れ
る
者
が
存
外
多
： 

數
R
上
つ
.：て
居
る
事
で
あ
る
。
斯
く
家
庭
に
從
鬮
す
る 

婦
人
小
兒
の
勞
働
す
る
こW

は
、
自
然
家
長
れ
る
勞
働
. 

者
：の
所
得
を
補
助
す
る
の
で
、
勞
働
赉
は
一
方
か
ら
去
. 

ふ
せ
、1

家
の
生
活
を
：獨
カ
で
維
持
す
る
だ
け
の
所
得 

を
自
分
一
個
の
賃
銀
で
得
：ら
れ
な
い
事
實
を
生
ず
る
。

.

例
へ
.ば
今
日
米
國
で
、
勞
働
者
が
相
當
の
狀
態
で
、
生
活
.
.

從
來
餘
$

多
く
見
.出
さ
れ
な
.か
つ
れ
0
先
づ
ジ
ョ
シ
ス
、

.
し
て
行
ぐ
に
必
要
«
所
得
を
年
額
六
&

^
と
す
る
？
家

ホ

。フ
キ
ツ
ス
大
學
か
：ら
出
版
さ
れ
穴
五
六
の
小
册
子
棘 

長
セ
る
.勞
働
潘
の
.獨
カ
來
？
此
程
度
.又

は

此

以

上

の

所
R

其
一
册
で
め
る
クH

ィ
フ
ォ
ー
ス
氏
の「
勞
働
の
組 

得
.の
收
め
ら
^

る
職
業
も
あ
る
が
、|
同
時
に
六
百
弗
以
/:
織
カ」

の
如
き
卜
コ
ム
.モ
ン
ス
.氏
の
米
國
勞
働
史
の
如 

卞
の
賃
銀
.し
，か
、
勞
働
者
，に
拂
へ
な
い
職
業
も
澤
山
あ|

き
、

ホ
ラ
シ
ダ
彳
氏
の
編
#

し
た
米
國
勞
働
.組
合
研
究 

—

る
ァ
而
し
て
斯
る
職
業U

勢
働
者
が
安
ん
じ
七
從
事
し
;

の
如
き
、
研
究
省
に
相
當
の
.便
利
を
與
.へ
れ
も
の
で
あ 

.

て
居
る
の
は
、

一
方
か
ら
云
へ
ば
、：
家
庭
の
從
風
者
の
.

つ
た
が
、
尙
は
今
少
し
全
體
に
互
つ
た
铤
括
的
著
作
.の 

:

..

.賃
銀
で
所
得
を
補
助
さ
れ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
此
補
助
.

必
要
で
あ
る
乙

f

は
、

r

般
に
a

ま
れ
て
居
つ
た
。
グ 

.

•
は
要
す
る
に
勞
働
者
の
當
鈒
を
低
廉
な
程
度
に
置
く
結
ロ
ー
ト
氏
の
新
著
は
此
點
に
於
て
、
世
人
0
渴
を
櫞
す 

.
果
ミ
爲
る
。

'

る
、
の
と
云
へ
や
ぅ
。
米
國
勞
働
組
合
の
起
源
、組
織
" 

此
外
人
種
別
に
依
る
勞
働
條
件
の
相
違
に
關
す
る
研|

活
動
、
政
治
と
の
關
係
に
就
て
、一

般
的
R
說
刚
し
、

.

.究

.は
移
住
尻
問
題
解
決
の
關
雛
.
.ビ
爲
る
で
あ
ら
ぅ
、
マ
ァ
ー
最
後
^
勞
働
龃
合
主
義
坏
ー
大
變
革
の
起
^

ん
i

す
る 

「

デ
チ

4
丨
セ

ッ

.、

.、

.オ
レゴン、

''
:ミ
ン
ネ
ソ
タ
、

-'
'
ゥ

ー

：

一
間
題
を
提
出
し
來
つ
た
o
第
五
編
は
即
ち
是
れ
で
あ
つ 

:

:
タ
：
華
聖
頓
諸
州
に
於
け
る
*.
低
賃
銀
法
の
實
際
.に

運
•

て
、
.過
渡
的
時
代
？
題
し
、
，何
故
米
國
の
勞
働
組
合
が 

;

用

さ

れ

：つ

、

あ

る

狀
況
の
說
明

も

、

吾
人
に

相

當

の

知
ィ

ン

ダ

ス

ト

リ

ャ

.ル
-、
ユニオニズム

V
J

爲
b
、

而
し 

、

識

を

與

へ

る

.0
て

此
ユ
ニ
オ
ラ

ズ
ム
が
革
命
的
色
彩
を
帶
ぶ

VS
や
ぅ
に 

.

.米
國
勞
働
龃
合
の
全
體
に
，瓦
つ
て
說
明
し
穴
書
物
は
.
'爲
つ
穴
が
：
而
し
て
斯
く
主
義
の
1
變
し
.れ
'勞
働
運
観 

.
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は
何
を
恶
求
し
て
居
る
か
？
云
ふ
問
題
^

就
て
、
解
釋 

を
下
し
て
居
る
。
本
書
の
大
部
分
ば
：平
凡
の
記
述
で
あ 

つ
て
單
に
米
國
勞
働
齟
合
の
狀
«
を
紹
介
し
た
に
止
ま 

る
が
、
第
五
覦
に
凍
つ
て
は
、
»
^
に
多
大
の
感
興
を 

與
人
な
け
れ
ば
已
.

ま
な
い
で
あ
ら
.

ぅ
。
日
本
の
讀
者
に 

紹
介
し
た
い
個
所
も
あ
る
が
、
：現
行
法
令
に
©.
觸
す
る 

恐
れ
ぁ
あ
る
の
で
、
之
を
敢
て
し
な
い
、

' 

硏
究
者
が
原 

書
に
就
て
、.一

漬
さ
れ
る
こ
ビ
を
希
盤
す
る
.°

(

堀
江
_

r

)
：

w
d
w
a
a

Frie

-a4
m
a
n
n
,
d
e
r
j

 Mittelalteriiche 

.
w
e
l
t
h
s
d
e
l

 

v
o
n

 

Florenz 

in 

Seine 

g
e
ocr
q
i
r
a
p
/
. 

niscken 

A
u
s
d
e
h
n
u
n
g
.

 mit 

2 

Tafeln.

薪
者
は
主 

VJ 

し
て _;'pegolotti 

の 

Pratica 

della 

m
e
s
a
n
t
u
r
a

を
根
本
，的
进
料
ど
し
て
、
中
世
に
於
け
る 

K

 

ロ
レ
ン
ス
if
f
i
*の
®:
®

»
範
H
を
考
察
せ
し
も
の
に 

し
七
、■
彼
れ
は
先
づ
結
論
に
於
て
フ
ロ
レ
ン
ス
の
大
銀

.第

十

属

r
パ
〇

.行
家
.ス
グ
チ
0
代
酒
者
と
し
て
千 
一一j
H十
五
年
よ
.り
千 

1ー1

三
十
六
年
の
間
^
ア
ン
ト
ゾ
ー
ブ
"
英
國
、
ナ
ィ 

ブ
ル
ス
‘

小
瓯
細
鹿
0'
諸
地
に
旅
行
：せ
じ
‘ p

e
g
o
l
o
a

 

の
紀
行
f
、
十
五
他
紀
に
於
け
る

Q
o*
y
^
J
^

〖

cu
{ Antonio 

d
a U

z
z
a
n
o

の
旅
行
記W

を
比
較
し
て
、
十
四
、
十
五 

雨
®
紀
、の
間
に
フ
ロ
レ
ン
ス
其
者
の
商
業
的
發
達
上
相 

違
の
存
せ
る
こVJ.

を
明
か
に
せ
&
、
即
ち
同
市
の
販
路 

は
政
•治
上
の
關
■
よ
ら
し
て
«
次
年
代
を
經
過
す
る
と 

共
に
並
細
蓝
方
面
忙
て
縮
少
せ
ら
る
、
と
共
に
扭
餘
の 

方
面
に
於
て
.擴
張
せ
ら
れ
し
傾
向
を
現
せ
シ
、
次
チ
に 

著
者
は
_フ
ロ
レ
ン
ス
の
對
外
的
商
業
が
果
し
て
何
れ
の 

地
點
迄
及
び
し
や
を
考
證
し
て
麻
洛
哥
、
支
那
、
鯢
格 

關
、
蓝
弗
利
加
.の
內
地
方
而
等
を
指
摘
せ
り
、
斯
く
の 

如
き
は
中
世
0,
企
業
が
單
な
るw
u
n
d
e
n
p
r
o
d
u
k
l
i
o
n

の 

翁
圆
を
脱
し
て
近
世
的
な
る
傾
向
を
苞
せ
し
，こ
ビ
を
明 

か
に
す
る
有
力
な
る

證
左
？
な
す
、
恶
す
る
に
本
藉
谈 

地
a
盼

意

義

を

重

要

視

せ

し

歴

史

的

方

面

.よ

I
1I
I
I
|
和

j
!

I
S
I
1
11

I

S

I1
!

!

り
見
る
も
中
世
紀
末
に
於
け
る
フ
ロ
レ
ン
ス
の
企
業
を 

.考
察
す
る
も
の
に
て
最
も
有
力
な
る
材
料
を
提
供 

す
る
も
の
に
し
て
，
若
、
著
者
が
觅
ね
フ
ロ
；
レ
：ン
ス
商
ド 

樂
の
地
理
的
分
布
狀
態
ミ
共
に
敗
に
當
時
^
於
け
る
之. 

が
商
業
の
組
織
又
た
は
經
營
狀
態
に
就
ぎ
て
併
せ
記
述
.
 

，せ
ら
，れ
な
ば
、
經
濟
學
者
殊
に
經
濟
史
家
に
ビ
b
v
更 

に
大
な
る
滿
足
を
求
む
‘る
と
を
得
可
しM

阿
部
秀
助)

ノ
米
m
戌

太

馨「

經

濟

心

：理

の

研

究」

'

:

四
六
版
六
--
;

定
惯
金
參
岡
八
十
錢
，，京
都
弘
文
堂
發
行

.::
:
わ
が
社
會
學
界
の
寂
繁
を
，
る
者
は
米
田
博
士
を
お 

い
て
他
に
，求

め

る

こ

と

は

出

來

'«
い
、
本
書
は
博
^

^
 

す
で
に
公
に
せ
る
經
濟
心
理
に
關
す
る
硏
究
の
諸
論
文 

の

內
;'
.
'
ー

 

般
的
間
題
に
_

す

る
も

の

を

蒐

集

し

.た
も
の
で 

.ぁ
る
。
即
ち
第
一
章「

タ
|
!ル
、'>
'
の
.經
濟
心
理
學」

第 

ニ
章「

經
濟
發
達
階
段
心
®
化
の
研
究」

'第m

章

：•!
■
原 

始
經
濟
生
，活

ビ

交

換

有

無

間

題

\2
の
三
論
，文
ょ&
な

る
0

笫

十

四

卷(

一
四
九
九)

.
新
刊
紹
介

更

R
附
錄
ど
し
て「

タ1
V
F
V
J

ベ火グソンしなる 
I

文
を
附
し
て
.居
る
。
 

: 

.
以
上
の
諸
論
文
を
通
觀
す
る
も
博
士
の
研
究
は
一
に 

社
會
心
理
的
基
礎
に
立
脚
せ
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば 

博
士
が
タ
ー
火
ド
の
說
を
批
評
.せ
る
言
に「

經
濟
學
0 

出
發
點
も
到
着
點
も
人
間
で
あ
る
ぐ
云
ふ
乙
ど
は
、
兹 

に
改
め
て
述
ぶ
る
必
要
も
な
い
ほ
^
、
今
日
の
經
濟
學
.
 

者
の
• I

般
に
承
認
し
て
居
る
思
想
で
あ
る
。
併
し
此
思 

想
0
.眞
義
は
.只
之
：を
箇
人
心
理
.學
的
に
考
察
す
る
以
上 

は
未
だ
，充
分
にii

解
し
得
ら
れ
なs

も
の
で
あ
る
。
而 

パ
し
て
タ
ー
ダ
ド
先
生
の
如
く
、，
之
を
社
會
、̂L
理
學
的
に 

考
察
す
る
に
於
て
.、
始
め
て
其
の
眞
義
が
充
分
に
又
豐 

富
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」

(

本
書
一
.
一
六
貢)

ビ 

.あ
る
.が
如
ぐ
、
.博
*
自
：身
も
亦
か
な
：6

®
實
な
.る
タ
I 

ル
ド
の
學
徒
で
あ
る
。
勿
論
本
書
化
於
い
て
^
士
自
身 

の
所
論
ど
見
る
べ
き
も
.の
は
極
、め
て
少
な
い
。
僅
か
に 

第
二
章
第
六
節
f
第
三
：章
第U

®

の
南
節
の
み
：で
あ
，

.
故

十

狭

一

六
.

一.


